
医薬品の添付文書等を調べる場合
特定の文書（添付文書以外の文書）

の記載内容から調べる場合

添付文書の記載内容からも調べる

場合には、「しない」以外を選択
調べたい医薬品の名称を入力

（名称の一部のみの入力でも検索可能）

（医薬品の名称のみで検索する場合、③④⑤
の項目は未選択・未入力で可）

検索結果で表示したい文書を選択

「検索」をクリック
（下部の「検索」ボタンでも可）

検索項目間の結合条件を、「AND」「OR」
「NOT」で指定

「検索」をクリック
（下部の「検索」ボタンでも可）

検索対象の文書をプルダウンから選択

1

2

2

1

3

最後に
最後に

1

医薬品の名称ではなく、「薬効分類」や
「効能・効果」、「更新年月日」などから
検索したい場合は、調べたい内容を、
選択・入力

3

添付文書中に記載されている言葉で検
索したい場合は、新旧記載要領のいず
れかを選択し、項目を選択、調べたい
言葉を入力

4

GS1コードで検索したい場合は、調べた
いGS1コードを入力

5



情報検索機能の使い方のポイント

ロゴ部分のクリックで、ホームページの
トップ画面へ移動できます。

更新年月日は、「年月」や「年」だけで
も検索できます。

添付文書内の文言から検索する場合
は、項目内検索1～3をご利用ください。

なお、検索対象項目に関しては新旧記
載要領選択可能です。詳細について
はp.6「検索にあったての留意事項」2
を参照ください。

2

添付文書の「効能・効果」、「警告」、「禁
忌」、「併用禁忌・併用注意」の項目に
記載されている情報から検索する場合
はこちらに入力してください（部分一致）。

複数キーワードで検索したい場合は、
「部分一致」を選択し、キーワード同士を
スペースで区切ります。

「検索結果一覧で表示する文書を選
ぶ」の項目を閉じている状態にすること
もできます（閉じている状態で「検索・表
示条件を保存」ボタンをクリックしてくだ
さい）。

「Enterキー」を押しても検索できます。
※プルダウンで項目を選択した直後に「Enterキー」を
押した場合は検索できません。

「検索語句」は、キーワード同士を

スペースで区切ると、複数キーワードで
検索できます。
また、「年月で検索」は「年」だけでも
検索できます。

検索・表示条件の初期設定を保存で
きます。
○保存できる条件

・検索結果の表示件数

・「検索結果一覧で表示する文書
を選ぶ」の項目
・「薬効分類」の項目 など
※（ページ下部にも保存ボタンがあります）。

GS1コードで検索したい場合は、コードに

表示されているすべての文字列を入力し
てください。（アプリケーション識別子は省
略可能です。）

「特定の文書の記載内容から調べる」の検索機能
は、添付文書以外の特定の文書の全文検索又は
関連する日付で検索したい場合の他、「医薬品の添
付文書等を調べる」での検索でヒットしなかった場合
にもご利用ください。

※登録されているPDFファイルの文字コードを検索する機能であるた
め、スキャンされたPDFファイルである場合などは「検索語」で検索
してもヒットしない場合がございますので、ご留意ください。



一般名をクリックすると「もっとみる画面」（※）
のページが表示されます。

（※）「もっとみる画面」は成分毎に情報をまとめたページ
です（P.4参照）。

検索条件が表示されます。
検索結果を「CSV」「PDF」様式で出力できます。

表示件数を変更できます。

3

「一般名」、「販売名」、「製造販
売業者等」欄は固定表示です。

検索結果は、
一般名の50音順
に表示されます。

（検索結果画面は、情報検索画面とは別のウィンドで表示されます。）検索結果画面の使い方のポイント

添付文書が改訂され、版数が
上がった日付が表示されます。

表示される添付文書は新記載要
領の経過措置期間中は旧様式
（SGML）のものもあります。

該当文書が多くある場合には、「▶…全て表示」が表
示されます。これをクリックすると、縦長に内容全て
表示されます。また、現状通りに畳むこともできます。
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「販売名」欄の末尾に

「・・・」が表示される場合は、
カーソルを合わせると全文
表示されます。

（この医薬品に関連する）重篤

副作用疾患別対応マニュアル

が表示されます。

※検索結果画面での表示順と異なります。

「備考」欄に審査報告書の概
要が表示されます。

「備考」欄の末尾に「・・・」が表
示される場合は、カーソルを
合わせると全文表示されます。

もっとみる画面の使い方のポイント 「もっとみる画面」では、当該成分（一般名）の医薬品が先発品・後発品
全て表示されます。

もっとみる画面では、RMPに
基づく資材が閲覧できます。
なお、「RMP資材」欄の末尾に

「・・・」が表示される場合は、
カーソルを合わせると全文表
示されます。
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検索結果一覧に表示される文書について

審査報告書
再審査報告書
申請資料概要
最適使用推進ガイドライン
保険適用される公知申請品目に関する情報
抗がん剤併用療法に関する報告書の情報

＊の検索項目の「等」には以下の文書が含まれています。

＊

審査報告書
再審査報告書
申請資料概要

＊
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検索にあたっての留意事項

1. 以下のような場合には、検索できないことがあります。

 検索語に誤字がある場合。

 英数字の文字列を含む販売名の途中まで入力し、部分一致検索を行った場合
（例：「○○錠300mg」という販売名について、 「○○錠300」で部分一致検索する

等）。なお、前方一致検索の場合は、同検索条件であっても検索することができま
す。

 検索対象の文字が環境依存文字の場合。

 文字が図の中に埋め込まれてデータ登録されている場合。

 登録されているPDFファイルがスキャンされたPDFファイル等、文字認識ができな
いファイルである場合。

2. 添付文書の項目内検索機能については、新記載要領又は旧記載要領のどちらの項
目から検索しても、検索対象となる添付文書を検索できます。新旧の記載要領の検索
対象項目の対照については、次ページ以降の検索項目対応表をご確認ください。



＊1つの旧形式の項目に対し、対応する新形式の項目が複数あるもの
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検索項目対応表（旧記載要領を選択した場合）

旧記載要領検索項目 新記載要領検索項目

全文検索（文書内全体を対象） 全文検索（文書内全体を対象）

使用上の注意 使用上の注意

－作成又は改訂年月 －ア. 作成又は改訂年月

－日本標準商品分類番号 －イ. 日本標準商品分類番号

－承認・許可番号 －ウ. 承認番号、販売開始年月

－販売開始年月 －ウ. 承認番号、販売開始年月

－貯法、使用期限等＊

－エ. 貯法、有効期間

－20. 取扱い上の注意

－規制区分 －カ. 規制区分

－基準名 －キ. 基準名

－警告 －1. 警告

－禁忌 －2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）

－原則禁忌＊

－2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）

＋9. 特定の背景を有する患者に関する注意

＋組成と性状 ＋3. 組成・性状

－組成 ＋組成

－製剤の性状 －製剤の性状

－効能又は効果 －4. 効能又は効果

－効能又は効果に関連する使用上の注意 －5. 効能又は効果に関連する注意

旧記載要領検索項目 新記載要領検索項目

－用法及び用量 －6. 用法及び用量

－用法及び用量に関連する使用上の注意 －7. 用法及び用量に関連する注意

－慎重投与 ＋9. 特定の背景を有する患者に関する注意

－重要な基本的注意 －8. 重要な基本的注意

＋相互作用 ＋10. 相互作用

－相互作用概略 ＋10. 相互作用

－併用禁忌 －10.1 併用禁忌（併用しないこと）

－原則併用禁忌＊

－10.1 併用禁忌（併用しないこと）

－10.2 併用注意（併用に注意すること）

－併用注意 －10.2 併用注意（併用に注意すること）

＋副作用 ＋11. 副作用

－副作用等の概要 ＋11. 副作用

－重大な副作用 －11.1 重大な副作用

－重大な副作用(類薬) －11.1 重大な副作用

－その他の副作用 －11.2 その他の副作用

－高齢者への投与 －9.8 高齢者

－妊婦,産婦,授乳婦等への投与*

－9.4 生殖能を有する者

－9.5 妊婦

－9.6 授乳婦

（注意）旧記載要領による添付文書と新記載要領による添付文書の対応項目は
下表の通りですが、これ以外の項への移行や、削除する例もあります。
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旧記載要領検索項目 新記載要領検索項目

－小児等への投与 －9.7 小児等

－臨床検査結果に及ぼす影響 －12. 臨床検査結果に及ぼす影響

－過量投与 －13. 過量投与

－適用上の注意 －14. 適用上の注意

－その他の注意 ＋15. その他の注意

－薬物動態 ＋16. 薬物動態

－臨床成績 ＋17. 臨床成績

－薬効薬理 ＋18. 薬効薬理

－有効成分に関する理化学的知見 －19. 有効成分に関する理化学的知見

－取扱い上の注意 －20. 取扱い上の注意

－承認条件 －21. 承認条件

－包装 －22. 包装

－主要文献 －23. 主要文献

－文献請求先 －24. 文献請求先及び問い合わせ先

－保険給付上の注意 －25. 保険給付上の注意

－製造販売業者の氏名又は名称及び住所 －26. 製造販売業者等

検索項目対応表（旧記載要領を選択した場合）
（注意）旧記載要領による添付文書と新記載要領による添付文書の対応項目は

下表の通りですが、これ以外の項への移行や、削除する例もあります。
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新記載要領検索項目 旧記載要領検索項目

全文検索（文書内全体を対象） 全文検索（文書内全体を対象）

使用上の注意 使用上の注意

－ア. 作成又は改訂年月 －作成又は改訂年月

－イ. 日本標準商品分類番号 －日本標準商品分類番号

－ウ. 承認番号、販売開始年月*

－承認・許可番号

－販売開始年月

－エ. 貯法、有効期間 －貯法、使用期限等

－カ. 規制区分 －規制区分

－キ. 基準名 －基準名

－1. 警告 －警告

－2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）*

－禁忌

－原則禁忌

＋3. 組成・性状 ＋組成と性状

―製法の概要 （なし）

＋組成 －組成

－添加剤 （なし）

－製剤の性状 －製剤の性状

－4. 効能又は効果 －効能又は効果

－5. 効能又は効果に関連する注意 －効能又は効果に関連する使用上の注意

新記載要領検索項目 旧記載要領検索項目

－6. 用法及び用量 －用法及び用量

－7. 用法及び用量に関連する注意 －用法及び用量に関連する使用上の注意

－8. 重要な基本的注意 －重要な基本的注意

＋9. 特定の背景を有する患者に関する注意*

－原則禁忌

－慎重投与

－妊婦、産婦、授乳婦等への投与

－小児等への投与

－高齢者への投与

－9.1 合併症・既往歴等のある患者*

－原則禁忌

－慎重投与

－9.2 腎機能障害患者*

－原則禁忌

－慎重投与

－9.3 肝機能障害患者*

－原則禁忌

－慎重投与

－9.4 生殖能を有する者*

－原則禁忌

－慎重投与

－妊婦、産婦、授乳婦等への投与

＊1つの新形式の項目に対し、対応する旧形式の項目が複数あるもの

検索項目対応表（新記載要領を選択した場合） （注意）旧記載要領による添付文書と新記載要領による添付文書の対応項目は
下表の通りですが、これ以外の項への移行や、削除する例もあります。
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新記載要領検索項目 旧記載要領検索項目

－9.5 妊婦*

－原則禁忌

－慎重投与

－妊婦、産婦、授乳婦等への投与

－9.6 授乳婦*

－原則禁忌

－慎重投与

－妊婦、産婦、授乳婦等への投与

－9.7 小児等*

－原則禁忌

－慎重投与

－小児等への投与

－9.8 高齢者*

－原則禁忌

－慎重投与

－高齢者への投与

＋10. 相互作用*

＋相互作用

－相互作用概略

－10.1 併用禁忌（併用しないこと）*

－併用禁忌

－原則併用禁忌

－10.2 併用注意（併用に注意すること）*

－併用注意

－原則併用禁忌

＋11. 副作用* ＋副作用

新記載要領検索項目 旧記載要領検索項目

＋11. 副作用* －副作用等の概要

－11.1 重大な副作用*

－重大な副作用

－重大な副作用(類薬)

－11.2 その他の副作用 －その他の副作用

－12. 臨床検査結果に及ぼす影響 －臨床検査結果に及ぼす影響

－13. 過量投与 －過量投与

－14. 適用上の注意 －適用上の注意

＋15. その他の注意

－その他の注意－15.1 臨床使用に基づく情報

－15.2 非臨床試験に基づく情報

＋16. 薬物動態

－薬物動態

－16.1 血中濃度

－16.2 吸収

－16.3 分布

－16.4 代謝

－16.5 排泄

－16.6 特定の背景を有する患者

－16.7 薬物相互作用

－16.8 その他

＊1つの新形式の項目に対し、対応する旧形式の項目が複数あるもの

検索項目対応表（新記載要領を選択した場合） （注意）旧記載要領による添付文書と新記載要領による添付文書の対応項目は
下表の通りですが、これ以外の項への移行や、削除する例もあります。



＊1つの新形式の項目に対し、対応する旧形式の項目が複数あるもの
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新記載要領検索項目 旧記載要領検索項目

＋17. 臨床成績

－臨床試験

－17.1 有効性及び安全性に関する試験

－17.2 製造販売後調査等

－17.3 その他

＋18. 薬効薬理

－薬効薬理

－18.1 作用機序

－19. 有効成分に関する理化学的知見 －有効成分に関する理化学的知見

－20. 取扱い上の注意*

－取扱い上の注意

－貯法、使用期限等

－21. 承認条件 －承認条件

－22. 包装 －包装

－23. 主要文献 －主要文献

－24. 文献請求先及び問い合わせ先 －文献請求先

－25. 保険給付上の注意 －保険給付上の注意

－26. 製造販売業者等 －製造販売業者の氏名又は名称及び住所

検索項目対応表（新記載要領を選択した場合） （注意）旧記載要領による添付文書と新記載要領による添付文書の対応項目は
下表の通りですが、これ以外の項への移行や、削除する例もあります。


